
 

                               

1月の園だより 
                     平成 29年 1月 4日 

                                         ひまわりキッズルーム大泉 

  

明けましておめでとうございます。 

お休み中に日本の伝統的な正月遊びである凧揚げ、福笑い、羽根つき、かるた取り、こま回しなどに 

触れる機会はありましたか？ひまわりキッズルーム大泉の子ども達の年齢ではまだ難しい遊びが多いかと

思いますが、考えたり、工夫したりしなければうまくいかない遊びを通して、子ども達は、様々な対処法を 

学び、「挑戦する心」を身につけていきます。 お正月遊びに限らず、そのような遊びを大人が楽しむ姿を 

見せることだけでもしてみてはいかかでしょうか。 

生活習慣も同様です。 大人の真似をしながら自分の身の回りのことや簡単な役割を少しずつ担うことで

自信が生まれ、できることが増えていきます。 

子どもたちは大人を見て育ちます。新年を機に、生活を見直すのも良いかも 

しれませんね。   今年もどうぞ宜しくお願い致します。            

 

 

                                         

                                

 

 

餅つき 

ぞうグループが 12月 27日にひまわりキッズガーデン小茂根の餅つきに参加しました。 

鏡餅作りも体験し、つきたてのお餅の感触を「ふわふわぁ」と表現していました。 

鏡餅は玄関に飾ってあります。小茂根の園でひとつ年上の子どもたちに親切に 

してもらったことも特別な感じがして嬉しかったようです。  

  

 

 

 

 

 

 

 

1月の予定 

1～3日 年始休園  10日 身体測定（0歳児） 11日 身体測定（1歳児） 12日身体測定（2歳児） 

26日  0歳児健診    ＊中旬  避難訓練 

0歳児健診           ＊中旬  避難訓練 

2月の予定 

8日 身体測定（0歳児）     9日 身体測定（1歳）     10日 身体測定（2歳児） 

                   *中旬    避難訓練 



～ひよこグループ～ 

 室内では好きな遊びをみつけて集中している姿が増えてきました。大人が積んだつみき、ブロックを倒す

のは皆好きな遊びのひとつですが、高月齢児は積む、組み立てることも楽しい、とわかってきたようです。

途中で崩れてしまっても怒らずにまたはじめから真剣な顔で取り組み、自分の思ったところまで出来ると 

手を叩いて喜びを表現しています。 

また、低月齢児もチップ落としに興味を持ち、保育者と一緒に楽しむようになりました。細長い穴の角度を

少し移動させると、チップを穴の中に落とすことができます。褒められると保育者の顔を見て「ほら、 

すごいでしょ」というような顔をして嬉しそうにしています。これからも、それぞれの興味、発達に合わせ

た玩具を提供し、存分にひとり遊びができるようにしていきたいと思います。 

 

＜１月のねらい＞ 

○好きな遊びをじっくり遊ぶ。 

○描画に興味を持つ。 

 

 

～うさぎ・ぞうグループ～ 
  

1歳児クラスも 2歳児クラスも体を動かすおもしろさを感じ、戸外でも室内でも意欲的に体を動かし遊んで

います。 

1歳児クラスは、公園で太鼓橋に挑戦し、橋の取っ手を力強く握って体を引き上げたり、出っ張りに足を 

掛け、蹴る様に体を押し上げて登っています。以前は上手く登れず、途中で諦める姿もありましたが、 

今では自ら何度も挑戦し、楽しんでいます。追いかけっこでは、走る速度が調節できるようになり、 

素早く方向転換をする姿も見られ始めました。遊びや生活の中で少しずつ体の使い方が分かり始め、力の 

調節もできるようになってきています。 

 2歳児クラスは鬼ごっこやしっぽ取りゲームを通して体を動かし楽しんでいます。息を切らしながらも 

長い距離を追いかけ合い、段差を跳び越えたり腰位の高さをよじ登ったりと、体全体の力が付き、動きが 

よりダイナミックになってきています。また、遊びの簡単なルールを理解し、そのルールに沿って遊ぼうと

する姿も増えてきました。「しっぽは、あげないぞ」「座るんだよね」と言いながら、ルールの中で遊ぶ 

おもしろさを感じているようです。 

 

＜１月のねらい＞ 

うさぎグループ 

●冬ならではの自然に触れて遊ぶ。 

●友だちや保育士と関わって遊ぶ事を楽しむ。 

ぞうグループ 

●冬ならではの自然に触れて遊ぶ。 

●保育士に見守られながら、身の回りの事を 

自分でしようとする。 

 

 

 

 

 


